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ア
プ
リ
の
基
本
動
作
に
関
係
の
な
い
権
限
が
含
ま
れ
て
い
た

ら
、タッ
プ
し
て
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
よ
う
。

「
電
話
」や「
ア
ド
レ
ス
帳
」な
ど
の
権
限
が一覧
表
示
さ
れ
る
。

項
目
を
タッ
プ
し
て
み
よ
う
。

ア
プ
リ
の
メ
イ
ン
画
面
を
開
い
た
ら「
権
限
の
監
視
」を
タ
ッ
プ

す
る
。 メニュー

の「
設
定
」か
ら「
更
新
頻
度
」を
タ
ッ
プ
。
更

新
間
隔
を
7
日
以
前
に
設
定
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

G Dataモバイルセキュリティでウイルスから端末をがっちりガード

3 アンインストールも可能 2 権限が一覧表示される 1 「権限の監視」をタップ

スキャンして端末内に潜むウイルスを駆除する

インストールするアプリを監視してウイルスの侵入を未然にブロック!

アプリの権限から怪しいものをアンインストールする

履歴のチェックは「ログ」から

アプリを起動。これがメイン画面と
なる。「スキャン」をタップしよう。

「スタート」をタップするとスキャン作
業が始まる。そのまま待とう。

システムスキャン画面に切り替わる。
「スタート」ボタンを選択する。

スキャン結果が表示される。問題な
ければ「OK」で画面を閉じよう。

メイン画面でメニューを表示し「設
定」をタップ。「スキャン頻度」という
項目から、スキャンを実行する間隔

（日数）を設定しよう。

インストール後にG Dataモバイルセキュリティに
よるスキャンが始まる仕様だ。

G Dataモバイルセキュリティ2年/1台版
インストール方法とレジストレーション番号を同梱
予定価格：2,480円（税込）

不正なプログラムが検出され
るとポップアップで知らせてく
れる。駆除ボタンをタップし
よう。 マーケットにアクセスしてアプリのダウンロード＆イ

ンストールを実行する。
ステータスバーをチェック。本アプリのアイコンが
表示されているかを確認しよう。

1 「スキャン」をタップ3 スキャンが始まる

3 スキャンが始まる 2 アプリをインストールする 1 常駐していることを確認

2 「スタート」を選択4 結果が表示される

タップする

スキャンを実行

POINT

スケジュール機能で自動スキャン
　ユーザーの知らぬ間に侵入するウイルス。端末
内のスキャンは、定期的に行なうのが基本中のキホ
ンだ。G Dataモバイルセキュリティには、端末のス
キャンを自動で行なえる「定期スキャン」機能も搭載
されているので、ぜひとも活用してほしい。

　インストールしたアプリに不正なプログラムが混
入されていると、下記のようなポップアップが表示
される。ウイルスである疑いがあるので、起動する

前にアンインストールし
よう。起動してしまうと、
バックグランドで処理が
始まってしまう可能性が
あるぞ。

不正なプログラムが
検出された場合

G Dataモバイルセキュリティの製品情報

POINT

ウイルス定義ファイルの更新間隔も設定できる
　Android端末を狙うウイルスが活発
化していることもあり、G Dataモバイル
セキュリティのウイルス定義ファイルも頻
繁に更新されている。初期状態では、7
日ごとに自動で定義ファイルの更新がな
いかのチェックが
行なわれている
が、念のため短
いスパンに設定
しおくのもありだ。

　既存のG Dataシリーズのライセンスも利用できるG Dataモバイルセキ
ュリティ。もちろん、モバイル版のみもライセンスを収得すれば、ウイルス定
義ファイルの更新が可能だ。G Dataモバイルセキュリティを導入して、あら
ゆるウイルスから端末を守ろう。

　アプリのメイン画面にある「ログ」をタップすると、過去の
スキャン履歴や検知情報などを確認することができる。

問題ない履歴には、緑色の
チェックアイコンが入る構造
になっている。

実行間隔を設定

インストールを実行

更新間隔を選ぶ
タップする

アンインストール
する
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